
 

平成 21 年度 

 

文部科学省 防災教育支援事業 

 

風水害に関する防災教育支援の 

高度化と普及プログラム 
 

成 果 報 告 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年 3 月 

 

国立大学法人山口大学 



はじめに 

 

本州の西端に位置する山口県は、毎年のように梅雨前線・台風により風水害に見舞われており、

本年度（平成 21 年度）も梅雨前線の通過に伴う短時間豪雨により防府市を中心に土石流災害が相

次いで発生し、死者 17名、家屋被害 4,700 棟の甚大な被害が生じている。風水害による人的・物

的被害を減災するには、山口県で発生する特徴的な風水害(高潮・洪水災害など)の発生メカニズ

ムを科学的に学び、地域特有の地形・地誌の総合的な理解と災害文化の新たな自覚を促すことが

重要である。 

文部科学省の防災教育支援事業が平成20年度からスタートし、国立大学法人山口大学では「風

水害に関する防災教育支援の高度化と普及プログラム」を平成20年度・21年度の2ヵ年にわたって

採択し、「（1）防災科学技術教育関連教材の作成、（2）学校の教職員等を対象とした研修プログラ

ムの開発・実施、（3）実践的な防災教育プログラム等の開発・実施、（4）地域住民・自治体等と

連携した地域防災学習の実施」を目標に掲げ、委託業務を実施した。ここに、その成果概要を報

告する。 

平成 22年 3月 31日 

事業代表者 

国立大学法人山口大学 農学部 

教授・山本晴彦 



目 次 

 

１．委託業務の概要        1 

 

２．委託業務の実施体制        1 

（1）事業代表者・個別テーマ責任者      1 

（2）防災教育推進委員会        1 

（3）事業協力機関        2 

 

３．活動概要         2 

（1）防災教育推進委員会の開催       2 

（2）地域報告会の開催        4 

 

４．個別課題の成果報告        4 

（1）防災科学技術教育関連教材等の作成      4 

①成果の目標及び業務の方法       4 

②成果報告         5 

③来年度からの活用予定       6 

（2）学校の教職員等を対象とした研修カリキュラムの開発・実施   6 

①成果の目標及び業務の方法       6 

②成果報告         6 

③来年度からの活用予定       7 

（3）実質的な防災教育プログラム等の開発・実施     7 

①成果の目標及び業務の方法       7 

②成果報告         8 

③来年度からの活用予定       9 

 



 

（4）地域住民・自治体等と連携した地域防災学習の実施    9 

①成果の目標及び業務の方法       9 

②成果報告         10 

③来年度からの活用予定       10 

 

５．まとめ         10 

 

参考資料         12 



 1 

１．委託業務の概要 

本事業「平成２１年度 防災教育支援事業―風水害に関する防災教育支援の高度化と普及プロ

グラム―」では、山口県で特徴的な風水害(高潮・洪水災害など)を対象に、風水害の発生メカニ

ズムを科学的に学び、地域特有の地形・地誌の総合的な理解と災害文化の新たな自覚を促すこと

を目的に、「（1）防災科学技術教育関連教材の作成、（2）学校の教職員等を対象とした研修プログ

ラムの開発・実施、（3）実践的な防災教育プログラム等の開発・実施、（4）地域住民・自治体等

と連携した地域防災学習の実施」を目標に掲げ、委託業務を実施した。 

 

２．委託業務の実施体制 

（1）事業代表者・個別テーマ責任者 

事業代表者 

国立大学法人山口大学 農学部 教授・山本晴彦 

個別テーマ責任者 

① 防災科学技術関連教材の作成 

国立大学法人山口大学 農学部 教授・山本晴彦 

② 学校の教職員等を対象とした研修プログラムの開発・実施 

国立大学法人山口大学 農学部 教授・山本晴彦 

③ 実践的な防災教育プログラムの開発・実施 

国立大学法人山口大学 農学部 教授・山本晴彦 

④地域住民・自治体等と連携した地域防災学習の実施 

国立大学法人山口大学 農学部 教授・山本晴彦 

 

（2）防災教育推進委員会 

防災教育推進委員会の構成員は、国立大学法人山口大学（農学部・大学院理工学研究科（工学

部・理学部）・教育学部）の１２名で構成される。以下に、氏名・所属・役割・具体的な実施業務

内容を下表に示す。 

 

氏名 
所属 役割 具体的な実施業務内容 

部門 役職   

山本 晴彦 山口大学農学部 教授 課題代表 研究総括 

三浦 房紀 
山口大学大学院理工学

研究科（工学部） 
教授 実施担当 

防災科学技術教育教材の作成、

研修プログラムの開発・実施 

金折 裕司 
山口大学大学院理工学

研究科（理学部） 
教授 実施担当 

防災科学技術教育教材の作成、

研修プログラムの開発・実施 

池田 幸夫 山口大学教育学部 教授 実施担当 
防災科学技術教育教材の作成、

実践的な防災教育プログラムの開発 

貞方 昇  山口大学教育学部 教授 実施担当 
防災科学技術教育教材の作成、

実践的な防災教育プログラムの開発 
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村上 ひと

み 

山口大学大学院理工学

研究科（工学部） 
准教授 実施担当 研修プログラムの開発・実施 

朝位 孝二 
山口大学大学院理工学

研究科（工学部） 
准教授 実施担当 研修プログラムの開発・実施 

山崎 俊成 
山口大学大学院農学研

究科 
大学院生 

実施担当

補助 
事業全般 

森 博隆 
山口大学大学院農学研

究科 
大学院生 

実施担当

補助 
事業全般 

有村 真吾 山口大学農学部 学生 
実施担当

補助 
事業全般 

立石 欣也 山口大学農学部 学生 
実施担当

補助 
事業全般 

増吉 諒二 山口大学農学部 学生 
実施担当

補助 
事業全般 

 

（3）事業協力機関 

 事業協力機関は、わが国の気象観測業務を担う気象庁（下関地方気象台）、本業務の実施地区

において消防業務を担う消防本部（宇部市消防本部）、実践的な防災教育プログラムの実施校（岩

国市立杭名小学校、宇部市立神原中学校、宇部市立見初小学校）および実施地区の自主防災組織

（岩国市、宇部市）である。各事業協力機関の具体的な協力内容は、下表に示す。 

 

 機関 具体的な協力内容 

下関地方気象台 防災業務課 気象防災観測所見学時の指導 

宇部市消防本部 予防課 防災科学技術教育教材の作成への助言 

岩国市立杭名小学校 PTA 
地域防災に関する助言、実践的な防災教育プログラ

ムへの参加、地域報告会への参加 

宇部市立神原中学校 PTA 
地域防災に関する助言、実践的な防災教育プログラ

ムへの参加、地域報告会への参加 

宇部市立見初小学校 PTA 
地域防災に関する助言、実践的な防災教育プログラ

ムへの参加、地域報告会への参加 

岩国市 自主防災組織  
地域防災に関する助言、実践的な防災教育プログラ

ムへの参加 

宇部市 自主防災組織  
地域防災に関する助言、実践的な防災教育プログラ

ムへの参加、地域報告会への参加 

 

３．活動概要 

（1）防災教育推進委員会の開催 

個別テーマの実施のための企画立案を行う防災教育推進委員会を設け、平成２１年度は５月と



 3 

２月の２回開催した。 

 

第１回 防災教育推進委員会 

 ・日時：平成２１年５月１１日（月）１０：００～１２：００ 

・場所：国立大学法人山口大学 農学部 大会議室 

・議題： 

（1）本事業の紹介、分担、スケジュール等について 

（2）防災科学技術教育関連教材等の作成について 

（3）学校の教職員等を対象とした研修プログラムの開発・実施について 

（4）実践的な防災教育プログラムの開発・実施について 

・参加者： 

山本 晴彦 山口大学農学部     教授 

増野 淳一 山口県教育庁 学校安全・体育課 学校安全班 主査 

大谷 弘喜 岩国市教育委員会学校教育課   指導主事 

小松 茂文 宇部市教育委員会学校教育課   指導主事 

弘中 秀治 宇部市総務部防災危機管理課   係長 

村上ひとみ 山口大学大学院理工学研究科   准教授 

奥田 隆 宇部市立見初小学校    校長 

岡田 忠雄 宇部市立神原中学校    教頭 

山崎 俊成 山口大学大学院農学研究科   大学院生 

森 博隆 山口大学大学院農学研究科   大学院生 

有村 真吾 山口大学農学部     学生 

立石 欣也 山口大学農学部     学生 

増吉 諒二 山口大学農学部     学生 

 

第２回 防災教育推進委員会 

 ・日時：平成２２年２月２６日（金）１６：００～１７：００ 

・場所：宇部市立神原中学校 

・議題： 

（1）防災科学技術教育関連教材等の作成状況について 

（2）学校の教職員等を対象とした研修プログラムの開発・実施状況について 

（3）実践的な防災教育プログラムの開発・実施状況について 

（4）地域報告会の開催について 

・参加者： 

山本 晴彦 山口大学農学部     教授 

増野 淳一 山口県教育庁 学校安全・体育課 学校安全班 主査 

小松 茂文 宇部市教育委員会学校教育課   指導主事 

岡田 忠雄 宇部市立神原中学校    教頭 

弘中 秀治 宇部市総務部防災危機管理課   係長 
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山崎 俊成 山口大学大学院農学研究科   大学院生 

 

（2）地域報告会の開催 

本事業の成果を地域に還元することを目的に,地域報告会を３月１６日（火）１９：００～２０：

３０に宇部市立勤労青尐年会館で開催し、宇部市教育委員会、宇部市立神原中学校、宇部市立見

初小学校、宇部市総務部防災危機管理課、神原中学校ＰＴＡ、見初小学校ＰＴＡ、校区自主防災

会、自治会連合会から約４０名が参加し、個別テーマについて詳細な事業報告、意見交換を行う

と伴に、宇部市総務部防災危機管理課、日本防災士会山口県支部、宇部市立神原中学校および宇

部市立見初小学校が協働して作成した「みぞめ ぼうさい すごろく（小学校版）」と「宇部市 

高潮 防災 双六（中学校版）」を実際に体験することにより、地域住民の水害に対する地域防

災意識の向上が達成されると同時に、報告に対する意見や助言を頂き、事業内容の一層の充実が

図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．個別課題の成果報告 

(1）防災科学技術教育関連教材等の作成 

① 成果の目標及び業務の方法 

昨年度の事業で作成した洪水災害に関連する教材を基礎として、防災教育推進委員会において

山口県で特徴的な高潮災害を加えた水災害に関する高度化教材を作成するため、全国での開発済

み教材の調査とその特徴の整理を行う。 

次に、山口県で特徴的な高潮・洪水災害を対象に、児童（小学５年生）・生徒（中学２年生）

が高潮・洪水災害の発生メカニズムを科学的に学び、地域特有の地形・地誌の総合的な理解と災

害文化の新たな自覚を促すことを目的に、岩国市立杭名小学校５年生を対象に平成２１年度は平

成２０年度に実施した洪水災害を主体とした水害に関する高度化教材について改良を加え、「(3) 

実践的な防災教育プログラムの開発・実施」を行う。また、宇部市立神原中学校２年生および宇

部市立見初小学校５年生を対象に、平成２１年度は平成２０年度に実施した洪水災害を主体とし

た水害に関する高度化教材について改良を加え、高潮災害を主体とした水害に関する高度化教材

を作成し、「(3) 実践的な防災教育プログラムの開発・実施」を行う。とくに、高潮フィールド

サーバ（潮汐画像や気象要素をリアルタイムで観測・送信できる装置）、気球空撮システムを用い

た地域の地形把握、地域防災地理情報システム、過去の地形図・空中写真・リモートセンシング

写真１ 地域報告会の開催状況 写真２ 地域住民による「高潮防災双六」の実践 
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画像、高潮・洪水ハザードマップ、地域住民へのオーラル・ヒストリー（口述記録）調査等を総

合的に活用し、平常時の高潮・洪水対策が大切であることも科学的に理解できる教材となること

を目指す。 

 

② 成果報告 

全国での開発済み教材の調査は、（独）科学技術振興機構（ＪＳＴ）の「理科支援ネットワー

ク（http://www.rikanet.jst.go.jp/）」に掲載されたデジタル教材を対象に、風水害に関する教

材を選んでその特徴を整理したが、本事業で使用できる教材は認められなかった。 

作成した高度化教材は、「①台風による高潮の発生と高潮フィールドサーバを用いた潮汐の理

解（参考資料１－５・６・９・１０）、②水害について（雨量計の実演）と地域防災地理情報シ

ステムによるオンライン気象情報の収集（参考資料１－１・２・８・１２）、③気球空撮システ

ムを用いた地域の地形把握（参考資料１－４）、④地形図・空中写真・リモートセンシング画像

および高潮ハザードマップを用いた土地利用変化の調査（参考資料１－３・７・１１）、⑤地域

住民へのオーラル・ヒストリー（口述記録）調査（参考資料１－３）」である。作成に当っては、

岩国市（錦川）および・宇部市（真締川・厚東川）の水害の実情、小学生および中学生の授業内

容、さらには進展程度を実施校の岩国市立杭名小学校、宇部市立見初小学校、宇部市立神原中学

校および岩国市教育委員会、宇部市教育委員会、山口県教育庁と打合せを行いながら、授業で開

発教材を総合的に活用し、平常時の洪水対策が大切であることも科学的に理解できる教材となる

よう、修正を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開発した高度化教材は、（3）の実践的な防災教育プログラム等の開発・実施において実践した。

実施後に行った事後評価では、作成した教材の内容は「高潮・洪水災害の発生メカニズムを科学

的に学び、地域特有の地形・地誌の総合的な理解と災害文化の新たな自覚を促す目的に沿った教

材である」との意見を頂き、当初の作成目的を達成したものと評価した。開発した高度化教材の

一部は山口県教育庁学校安全・体育課が作成した「防災教育ハンドブック」に資料３「防災教育

支援事業の成果（参考資料２－１・２・３）」を掲載すると伴に、すべての開発教材はＣＤｰＲに

ｐｄｆファイルとして保存し、山口県教育庁学校安全・体育課、宇部市教育委員会、岩国市教育

委員会に寄贈し、教職員が授業等での防災学習に利活用できることとした。 

フィールドサーバ

固定IPインターネット
接続サービス

山口大学

閲覧用PC

ケーブルモデム

←
遠
隔
操
作
－

ブロードバンドルータ

設置場所
（一般家庭）

設置したフィールドサーバからみた山口湾
（文部科学省「防災教育支援事業」により設置） インターネット回線を利用して

リアルタイムで監視

潮汐監視フィールドサーバ
の設置（平成21年9月14日）

1999年台風18号通過時に発生した高潮に

より堤防を越えて海水が進入している状況
山口県山口市秋穂二島長浜

1999年9月24日、野口定氏撮影

設置
場所

設置場所における高潮の様子

山口湾

道路
住
宅

堤防

撮影方向

設置高3ｍ

山口市秋穂二島
野口定宅に設置

山口湾における
潮汐・高潮を監視

図１ 高潮・潮汐監視を目的としたフィールドサーバの設置と運用 
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③ 来年度からの活用予定 

平成２２年度は、①山口県教育庁が作成した防災教育ハンドブックに記載された転倒ます雨量

計の貸出や気球空撮システムの出張撮影・実習の実施、②山口県教育庁が平成21年度に周南市で

実施した教職員研修会（100名）を平成22年度は山口市・下関市（各100名程度予定）での開催を

計画している。また、本事業により作成した防災科学技術教育関連教材を手軽に使えるための、

ホームページでの公開や冊子等の作成・配布を検討している。 

 

(2）学校の教職員等を対象とした研修プログラムの開発・実施 

① 成果の目標及び業務の方法 

宇部市の教職員等を対象に、最新の防災研究を科学的に理解し、実践的な防災教育を指導でき

る人材育成を目的に、平成２１年度は平成２０年度に実施した洪水災害を主体とした水害に関す

る高度化教材について改良を加え、高潮・洪水災害を主体とした水害に関する研修プログラムの

開発・実施を行う。 

開発した研修プログラムは、本責任者の山本らが前年度に本助事業により開発したプログラム

を、宇部市の高潮・洪水災害の実情に即した内容にするため、研修プログラム講師、宇部市教育

委員会、宇部市の小中学校の教職員、山口県総務部防災危機管理課および宇部市総務部防災危機

管理の防災業務担当者との意見交換を行い、詳細を検討した。 

 

② 成果報告 

開発した研修プログラムは、宇部市の学校教職員等を対象に平成２１年８月１１日（参加者７

４名）は山口大学工学部（D－２１講義室）において「わが国の自然災害（参考資料３－１）、児

童・生徒の防災学習（参考資料３－２）、自然と共生した「災害文化」（参考資料３－３）、高潮・

洪水災害と防災研究（参考資料３－４）、地震災害と防災研究（参考資料３－５）」の講義、８

月１８日（参加者２９名）は山口大学工学部（D－３３講義室、D棟４階情報演習室）において「災

害時の行政対応について（参考資料３－６）、災害時の避難と避難所活動（参考資料３－７）、

防災情報とその利活用の講義・実習（参考資料３－８）、午後は下関地方気象台に移動して最新

の気象・地震観測の仕組みを学ぶ（参考資料３－９）」を行った。 

１２時間の研修プログラム実施後には、講師・受講者等へのアンケートを行い、受講者からは

「全職員が受講できるとよいと思います。大切な視点をたくさん学ぶ貴重な機会になりました。」、

「防災についての起因、予防、仕組み等初めて知ることが多かった。」、「日常での防災意識をしっ

かり持つことが大切だと痛感した。」、「日ごろ見ることがない地方気象台の見学は収穫だった。防

災の研修を通して、自分の命は自分が守るということを再認識した。」、「とても情報量の多いハー

ドな研修だったが、どの講義も具体的に示されていた。資料として配布したことで、一過性のも

のにならないのでよいと思った。今回学んだ内容を現場(学校)での防災学習に活用したい。」など

の貴重なコメントがあり、プログラムの講演内容をe-ラーニングとして動画配信できる方法等の

改善点を検討した。 

本事業により開発した研修プログラムは、ＣＤ-Ｒに保存して宇部市教育委員会および山口県教

育庁に配布し、他地域への利活用の促進を図った。 
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第１日目 山口大学工学部（D－２１講義室） 

 

第２日目 山口大学工学部（D－３３講義室、D棟４階情報演習室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 来年度からの活用予定 

平成２２年度は、山口県教育庁が主催して平成21年度に周南市で実施した教職員研修会（100

名）を平成22年度は下関市（8月4日）・山口市（8月24日）で開催することから、本事業により開

発した研修プログラムを有効に利活用できるように検討していく。 

 

(3）実践的な防災教育プログラムの開発・実施 

① 成果の目標及び業務の方法 

（1）で作成した防災科学技術教育関連教材を用いて、岩国市立杭名小学校、宇部市立見初小学

校、宇部市立神原中学校の理科・社会科・総合的学習の授業において、山口大学が授業を担当し、

8月11日

（火） 所属 氏名

9～10時 （１）わが国の自然災害 山口大学農学部 山本　晴彦

10～11時 （２）児童・生徒の防災学習 山口県教育庁　学校安全・体育課 増野　淳一

11～12時 （３）自然と共生した「災害文化」 山口大学大学院理工学研究科 三浦　房紀

13～14時 （４）高潮・洪水災害と防災研究 山口大学農学部 山本　晴彦

14～15時 （５）土砂災害と防災研究 山口大学大学院理工学研究科 鈴木　素之

15～16時 （６）地震災害と防災研究 山口大学大学院理工学研究科 金折　裕司

内容
担当講師

8月18日

（火） 所属 氏名

9～10時

１0～11時

11～12時

13～16時
（バス）

内容
担当講師

野稲　誠

（７）災害時の行政対応について 宇部市総務部防災危機管理課 弘中　秀治

（10)最新の気象・地震観測の仕組みを学ぶ 下関地方気象台 担当職員

（８）災害時の避難と避難所活動

（９）防災情報とその利活用 山口県土木建築部河川課

山口大学大学院理工学研究科 村上　ひとみ

写真３ 災害時の避難に関する実習 写真４ 下関地方気象台の見学 
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授業の評価に基づいてプログラムを改良することを目的とする。 

実践的な防災教育プログラムは、山口県が実施責任者となり、（1）で作成した防災科学技術教

育関連教材を用いて、岩国市は岩国市立杭名小学校（１クラス×４時間、１日間：平成２１年１

０月１日）、宇部市は宇部市立神原中学校（２クラス×４時間、２日間：平成２２年３月２日・８

日）、宇部市立見初小学校（１クラス×４時間、１日間：平成２２年１２月１８日）で実施した。

プログラムの実施前と終了後には、児童・生徒にアンケート調査を実施し、プログラム実施によ

る水害に対する科学的な理解度の向上を調査した。 

 

② 成果報告 

岩国市立杭名小学校では、気象衛星の雲画像を用いて１日の雲の様子を観測し、気象観測デー

タや降雨レーダー画像などの気象情報を活用して天気の変化を科学的に理解させた。また、川の

水位変化についてリアルタイム雨量・水位データに基づいて理解させた。さらに、自作した水害

モデル教材や過去の災害記録等を活用し、川の増水には土地の浸食や土砂の運搬等の働きにより

引き起こされることを理解させた。地域の地形や地誌を購入した地形図・空中写真・人工衛星画

像、口述記録(オーラル・ヒストリー)などを用いて調べ、自然環境と人々の密接な関連について

理解させた。実施の際は、購入した防災教育関係図書の利活用も図った。最後に、校庭から気球

空撮システムを高さ約 300ｍ上空に係留し、自分たちが地上から住んでいるまちを撮影し、地域

の地形を把握した。 

宇部市立神原中学校および宇部市立見初小学校では、高潮の発生要因である台風について、気

象衛星「ひまわり」、地上天気図、アメダス、降雨レーダー画像、潮汐情報を活用して科学的に理

解させた。また、潮汐の様子を設置した高潮フィールドサーバにより確認し、高潮が発生してい

る様子(動画;1999 年台風 18 号・2009 年台風 18 号)をそれぞれと動画で紹介し、映像により高潮

災害の様子を詳しく理解させた。身近な高潮災害として、宇部市で過去に起きた災害(1942 年周

防灘台風・1999 年台風 18 号)についての説明を行い、平成 21 年に作成された「宇部市高潮ハザ

ードマップ」を児童に配布し、高潮が身近な災害であることを認識させた。自分たちの住んでい

る地域の地形や地誌を購入した地形図・空中写真・人工衛星画像、口述記録(オーラル・ヒストリ

ー)などを用いて調べ、住宅の増加や海岸の陸地造成が水害リスク増大につながることを理解させ

た。さらにた、「Google Earth」によって空中写真と高潮ハザードマップを 3次元的に示すことで、

地図やハザードマップなどの 2 次元的な情報の理解を促した。実施の際は、購入した防災教育関

係図書の利活用も図った。最後に、インターネット上の気象情報を紹介し、利用法を理解させた。

「気象庁 潮位観測情報」や「山口県土木防災情報システム 潮位情報」などの使い方を示し、

防災情報の実践的な知識を身に付けさせた。 

プログラムの実施前と終了後に児童・生徒にアンケート調査を実施し、プログラム実施による

水害に対する科学的な理解度の向上を調査した結果、小中学校でプログラム実施による水害に対

する科学的な理解度の向上が確認された。 
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③ 来年度からの活用予定 

平成２２年度は、山口県教育庁が作成した防災教育ハンドブックに記載された転倒ます雨量計

の貸出や気球空撮システムの出張撮影・実習の実施を計画している。 

 

(4）地域住民・自治体等と連携した地域防災学習の実施 

① 成果の目標及び業務の方法 

宇部市の神原中学校と見初小学校の校区を対象に、宇部市の協力の下、地域学習会を平成21年3

1時限目 「台風について」 台風について
台風の「大きさ」と「強さ」は風で決まります。

○大きさ

「風速15m/s以上の暴風域」

・半径500km～800km未満・・・・ 大型の台風

・半径800km以上・・・超大型の台風

○強さ
「最大風速」
・風速33m/s以上～44m/s未満・・・強い台風

・風速44m/s以上～54m/s未満・・・非常に強い台風

・風速54m/s以上・・・・・・・・・・・・・・・猛烈な台風

風速25m/sのようす↓
http://www.youtube.com/watch?v=pH3VL6Lzs_Q

台風情報では、空気の圧力(気圧)を表現した

hPa(ヘクトパスカル)という数字を発表しています。こ

のhPaが小さいほど台風は強くなり、台風は強いほ

ど海面を高くするので、高潮がおこりやすくなります。

ぼうふういき

おおがた

ひじょう

もうれつ

あつりょく きあつ

かいめん

みまん

ちょうおおがた

ふうそく

高潮の発生要因である、台風についての授業を
行った。授業内では、台風情報やアメダスについ
て理解させた。また、児童の気象に対する興味・関
心を高めるために、風向・風速計や気象庁HPのア
メダス(山口宇部空港)観測データを紹介した。

宇部アメダス（山口宇部空港）

雨量計

●

見初小

●

宇部空港

温度計
おんどけい

風の強さや雨の量はどうやって調べてる？

風向風速計
ふうこう ふうそく けい

2時限目 「高潮について」(1)

高潮の発生要因やメカニズム(気圧・風・地形・潮汐)に

ついて説明した後、潮汐の様子(フィールドサーバー)と高

潮が発生している様子(動画;1999年台風18号・2009年

台風18号)をそれぞれと動画で紹介し、詳しく理解させた。

潮汐監視フィールドサーバ
の設置（平成21年9月14日）

1999年台風18号通過時に発生した高潮により堤
防を越えて海水が進入している状況
山口県山口市秋穂二島長浜

1999年9月24日、野口 定氏撮影

設置
場所

設置場所における高潮の様子
山口湾

道路
住
宅

堤防

撮影方向

高潮とは？ その１
高潮は気圧(hPa:ヘクトパスカル)の低さや強風が原因で、海岸近くの海面が高くな

る現象です。海水が堤防をこえるので、たくさんの被害が発生します。

○気圧(hPa)

気圧が低くなると海面が高

くなり、1hPa下がると海面は

1cm上がります。

○風

海岸に向かって強風が吹

くと、海水もいっしょに海岸

へふきよせられて、波が堤

防をこえる原因になります。

きあつ きょうふう かいがん

げんしょう ていぼう

高潮とは？ その2
○地形(土地の形)

風
強
風
強

ふき
こ

む
風

ふ
き

こ
む
風

ふ
き
こ
む
風

ふ

き
こ
む
風

向
方
路
進
の
風
台

向
方
路
進
の
風
台

右側右側

左側左側

台風は中心に向かって風がふくので、台風の中心から東(右)側では東から、西

(左)側では西から風がふきます（下の図）。つまり、台風が山口県の西側を通ると

き高潮は発生しやすくなります。

ひがし にし

○潮の満ち引き
潮の満ち引きとは、時間とともに海面が

上下する現象のことで、一番高くなるとき

を満潮、一番低くなるときを干潮と呼びま

す。台風が満潮の時に近づくと、高潮被害

が発生する危険性が高くなります。

高潮とは？ その3

2009年12月18日の宇部港の潮汐(満ち引き)グラフ

満潮

干潮

海面の高さは満月と新月のときに最も上下す

るので、月のようすにも注意が必要です。

2009年12月の潮位グラフ

しお

まんちょう かんちょう

きけんせい

まんげつ しんげつ もっと

ひつよう 潮の高さを調べる検潮所

宇部港の検潮所

●

けんちょう

見初小 神奈川県鎌倉市の海岸
（動画へ）
7日：http://www.youtube.com/watch?v=F6v8lbV0aJk

8日：http://www.youtube.com/watch?v=G7TOp-llLo8

高潮の例 2009年10月7・8日台風18号 川と海岸のようす

●

愛知県豊橋市柳生川
(動画へ)
8日：http://www.youtube.com/watch?v=UqKiAi8QIWY

●

かながわ かまくらし

あいち とよはしし やぎゅう

宇部市で過去に起きた災害(1942年周防
灘台風・1999年台風18号)についての説明

と高潮ハザードマップの配布により、高潮
が身近な災害であることを認識させた。

2時限目 「高潮について」(２)

1942年周防灘台風の被害

1942年8月に死者・行方不明者約

300名という非常に大きな高潮被害が、

宇部市でありました。厚東川近くの妻

崎神社では、地面より2.3m上に水面

が来た、という記録があります。

写真 厚東川の堤防上に避難する市民
ことうがわ ていぼう ひなん

潮位
2.3m

妻崎神社

厚東川

● 見初小

●

すおうなだ

ゆくえふめいしゃ

浸水した山口宇部空港 浸水後の家の中(上) 高潮で壊れた家(下)

1999年台風18号の被害

○宇部空港の被害

空港の駐車場にとめてあった車586台が屋根

まで浸水し、空港の中も最高で1.5mの高さまで

浸水しました。当時、空港で働いていた方による

と、台風の目に入ったとき海面が防波堤よりも

10m高くなっていたそうです。

ちゅうしゃじょう

しんすい

ぼうはてい

宇部市高潮ハザードマップ（避難地図）

宇部市高潮ハザードマップ（全体版）

高潮ハザードマップは、高潮が発生した時に

予想される被害状況をあらわした地図です(下)。

他にも、高潮への心得（発生前）や避難するとき

の心得(発生後)などが書いてあります。

ひがいじょうきょう

こころえ ひなんはっせいまえ

はっせいご

3時限目 「地域の地形について」

2003（平成15)年

●

見初小

宇部空港

宇部港

●

野球場

真
締
川

●
マックスバリュ

●

フジグラン

セントラル硝子
ガラス

●

東新川駅

常盤公園

1965(昭和40)年

開作の歴史 江戸時代の地勢
川
締
真

川
東
厚

川
新

常盤池

渡内川

塩田川

未来湖

文

文

文

文

文

文

文

桃山中

藤山中

黒石中

厚南中

常盤中

上宇部中

川上中

の海岸線

江
戸
時
代

1868年(明治時代)以前、開作により造られた場所

1868年(明治時代)以降、埋め立てられた場所

砂州発達により陸地化したと思われる場所（推定）
宇部市総務部防災危機管理課提供

かいさく れきし
ちせい

めいじ

さす

●
見初小

宇部市の土地利用の変化を、過去・現在の地形図と空中写真か
ら比較し読み取らせた後、住宅の増加や海岸の陸地造成が水害
リスク増大につながることを理解させた。また、「Google Earth」に
よって空中写真と高潮ハザードマップを3次元的に示すことで、地
図やハザードマップなどの2次元的な情報の理解を促した。

4時限目 「インターネットの気象情報」

(1)山口県

土木防災情報システム

URL:http://y-bousai.pref.yamaguchi.jp/

高潮警報の潮位

高潮注意報の潮位

潮位
(実際の潮位)

天文潮位
（計算による潮位）

気圧
(hPa ：ヘクトパスカル)

潮位偏差
(天文潮位－潮位)

クリック（次のページ）
どぼく ぼうさい じょうほう

けいほう

ちゅういほう

てんもん

へんさ

(1)山口県

土木防災情報システム

URL:http://y-bousai.pref.yamaguchi.jp/

風速
(風が1秒で
進む長さ)

風向
（やじるしの方向に

風がふく）

↓・・・北から南への風

→・・・西から東への風

・・・北東から南西への風

風向の例

どぼく ぼうさい じょうほう

(3)国土交通省 気象庁

Japan Meteorological Agency

クリック

URL:http://www.jma.go.jp/jma/index.html

高潮警報

高潮注意報

気象潮位
(実際の潮位)

天文潮位
（計算による潮位）

こくどこうつうしょう きしょうちょう

インターネット上の気象

情報を紹介し、利用法を理

解させた。「気象庁 潮位

観測情報」や「山口県土木

防災情報システム 潮位情

報」などの使い方を示し、

防災情報の実践的な知識

を見に付けさせた。

図２ 宇部市立見初小学校における防災

教育プログラムの実施状況 
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月に開催し、神原中学校と見初小学校で実施した防災授業等、①～③の個別テーマについての事

業報告を行うと伴に、平成21年度に完成する「宇部市高潮ハザードマップ」を用いて、高潮災害

の歴史、高潮災害の発生メカニズムとその対策等を紹介する。さらに、小中学生がグループに分

かれて過去に高潮災害が発生した地域を巡回調査し、昭和17年周防灘台風や平成11年台風18号災

害の経験者に高潮災害の体験談を聞くと伴に、消防署・消防団・警察署などの防災関係機関から

も仕事の内容等を聞き取る「防災パトロール」を実施する。これらの活動から学習したことを子

どもたちの言葉でまとめ、すごろくのコマに防災知識を盛り込んだ「高潮防災すごろく」を作成

し、小中学校、自主防災会へ配布する。また、実施した地域防災学習の内容はホームページで公

開することで、他の地域で活用できるようにする。 

 

② 成果報告 

平成 21 年 3 月 16 日に宇部市勤労青尐年会館で地域学習会を開催し、神原校区・見初校区から

約４０名の参加し、①～③の個別テーマについての事業報告、「宇部市高潮ハザードマップ」を

用いた地域の高潮災害史、高潮災害の発生メカニズムとその対策等について紹介することで、高

潮防災に関する意識の向上が認められた。 

小中学生がグループに分かれて地域を巡回調査し、昭和 17年周防灘台風や平成 11 年台風 18号

災害の経験者に高潮災害の体験談を聞くとともに、消防署・消防団・警察署などの防災関係機関

からも仕事の内容等を聞き取る「防災パトロール」は課外学習として実施する予定であったが、

教職員の引率、時間的な制約から実施することが出来なかった。このため、宇部市立神原中学校

および宇部市立見初小学校において、課外学習時間を利用して、すごろくのコマに子どもたちの

言葉をまとめて防災知識を盛り込んだ「みぞめ ぼうさい すごろく（小学校版）（参考資料４

－１）」と「宇部市 高潮 防災 双六（中学校版）（参考資料４－２）」を、宇部市総務部防

災危機管理課が指導して作成し、すごろくを実際に体験してもらい、質問、絵、コマ数等の改良

を行った。完成したすごろくは、Ａ0 版サイズの折りたたみが可能なホワイトボードに張り、地

域報告会の参加者が４つのグループに分かれて、実物を用いて実際にすごろくを体験した。作成

したすごろくは、宇部市立神原中学校、宇部市立見初小学校、神原校区自主防災会、見初校区自

主防災会に寄贈し、地域の防災学習に活用できるようにした。以上のことにより、地域住民の高

潮災害に対する地域防災意識の向上が達成されると伴に、報告に対する意見や助言を頂き、事業

内容についての一層の充実が図られた。 

 

③ 来年度からの活用予定 

宇部市内の高潮浸水想定区域内に位置する中学校を対象に、本事業で作成した「宇部市 高潮 

防災 双六（中学校版）」を配布し、授業等で使用してもらい、高潮災害に対する防災意識の向

上を目指す。 

 

５．まとめ 

本事業「平成２１年度 防災教育支援事業―風水害に関する防災教育支援の高度化と普及プロ

グラム―」では、山口県で特徴的な風水害(高潮・洪水災害など)を対象に、風水害の発生メカニ

ズムを科学的に学び、地域特有の地形・地誌の総合的な理解と災害文化の新たな自覚を促すこと
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を目的に、以下の委託業務を実施した。 

「（1） 防災科学技術教育関連教材の作成」では、高潮フィールドサーバを用いた潮汐の理解、

地域防災地理情報システムによるオンライン気象情報の収集、気球空撮システムを用いた地域の

地形把握、地形図・空中写真・リモートセンシング画像および高潮ハザードマップを用いた土地

利用変化の調査、地域住民へのオーラル・ヒストリー（口述記録）調査等を総合的に活用し、平

常時の洪水対策が大切であることも科学的に理解できる教材を作成した。 

「（2） 学校の教職員等を対象とした研修プログラムの開発・実施」では、最新の防災研究を科

学的に理解し、実践的な防災教育を指導できる人材育成を目的に、宇部市の高潮災害の実情に即

した研修プログラムを開発した。開発したプログラムは、宇部市の学校教職員等を対象に８月１

１日は「わが国の自然災害、児童・生徒の防災学習、自然と共生した「災害文化」、高潮・洪水災

害と防災研究、土砂災害と防災研究、地震災害と防災研究」の講義、８月１８日は「災害時の行

政対応について、災害時の避難と避難所活動、防災情報とその利活用」の講義・実習、午後は下

関地方気象台に移動して「最新の気象・地震観測の仕組みを学ぶ」を行った。本事業により開発

した研修プログラムは、ＣＤ-Ｒに保存して山口県教育庁等に配布し、他地域への利活用の促進を

図った。 

「（3） 実践的な防災教育プログラム等の開発・実施」では、（1）で作成した防災科学技術教育

関連教材を用いて、岩国市は岩国市立杭名小学校（１クラス×４時間、１日間：平成２１年１０

月１日）、宇部市は宇部市立神原中学校（２クラス×４時間、２日間：平成２２年３月２日・８日）、

宇部市立見初小学校（１クラス×４時間、１日間：平成２２年１２月１８日）の理科の授業にお

いて山口大学が実践した。プログラムの実施前と終了後に児童・生徒にアンケート調査を実施し、

プログラム実施による水害に対する科学的な理解度の向上を確認すると伴に、次年度に向けたプ

ログラムの改良点を把握した。 

「（4）地域住民・自治体等と連携した地域防災学習の実施」では、宇部市立神原中学校と宇部

市立見初小学校の校区を対象に、神原校区自主防災会、見初校区自主防災会、宇部市教育委員会、

宇部市総務部防災危機管理課と協働して、本事業の成果を地域に還元することを目的に地域学習

会を平成 21 年 3 月 16 日に宇部市勤労青尐年会館で開催し、約４０名の参加を得た。地域学習会

では、①～③の個別テーマについての事業報告を行うと伴に、平成 21 年度に完成した「宇部市高

潮ハザードマップ」を用いて、地域の高潮災害史、高潮災害の発生メカニズムとその対策等につ

いて紹介を行った。また、すごろくのコマに子どもたちの言葉をまとめた防災知識を盛り込んだ

「みぞめ ぼうさい すごろく（小学校版）」と「宇部市 高潮 防災 双六（中学校版）」を、

参加者が４つのグループに分かれて、実際に体験した。作成したすごろくは、小中学校や自主防

災会に寄贈し、地域の防災学習に活用できるようにした。以上のことにより、地域住民の水害に

対する地域防災意識の向上が達成されると伴に、報告に対する意見や助言を頂き、事業内容の一

層の充実が図られた。 

今後は、防災科学技術教育関連教材のホームページでの公開や冊子等の作成・配布、学校の教

職員等を対象とした研修プログラムへの講師参加、転倒ます雨量計の貸出や気球空撮システムの

出張撮影・実習の実施、本事業で作成した「宇部市 高潮 防災 双六（中学校版）」の配布を

検討している。 
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参考資料 

１．「（1）防災科学技術教育関連教材等の作成」で作成し、「（3）実践的な防災教育プログラ

ムの開発・実施」で使用した高度化教材テキスト 

岩国市立杭名小学校 

１）気象観測とアメダスについて（PDF 資料） 

２）水害について 雨量計の実演（PDF 資料） 

３）地域の土地の変化を調べよう（PDF 資料） 

４）気球を使って空から写真を撮ろう、インターネットの気象情報（PDF資料） 

宇部市立見初小学校 

５）台風について（PDF資料） 

６）高潮について（PDF資料） 

７）地域の地形について（PDF資料） 

８）インターネットの気象情報（PDF 資料） 

宇部市立神原中学校 

９）台風について（PDF資料） 

１０）高潮について（PDF資料） 

１１）地域の地形について（PDF 資料） 

１２）インターネットの気象情報（PDF 資料） 

 

２．山口県教育委員会 防災教育ハンドブック 資料３「防災教育支援事業」の成果 

１）防災教育プログラム(水害)（PDF資料） 

２）防災教育プログラム(高潮)（PDF資料） 

３）効果的な学習活動（PDF資料） 

３．「（2）学校の教職員等を対象とした研修プログラムの開発・実施」で開発し研修プログラム

で使用したテキスト 

１）わが国の自然災害（PDF 資料） 

２）児童・生徒の防災学習（PDF資料） 

３）自然と共生した「災害文化」（PDF 資料） 

４）高潮・洪水災害と防災研究（PDF 資料） 

５）地震災害と防災研究（PDF資料） 

６）災害時の行政対応について（PDF 資料） 

７）災害時の避難と避難所活動の講義・実習（PDF資料） 

８）防災情報とその利活用の講義・実習（PDF 資料） 

９）最新の気象・地震観測の仕組みを学ぶ（PDF資料） 

 

 

４．１）「みぞめ ぼうさい すごろく（小学校版）」（PDF資料） 

２）「宇部市 高潮 防災 双六（中学校版）」（PDF 資料） 


